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令和６年４月１日から変わること
労働条件通知書・３６協定編

三重県医療勤務環境改善支援センター

医療労務管理アドバイザー 山﨑 純

１、労働条件通知書のルール変更

参照：厚生労働省HP 令和6年４月から労働条件明示のルールが改正されます。
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①の事例

・就業の場所

雇入れ直後：A病院 変更の範囲：（県内）系列病院

変更の範囲：無し

変更の範囲：病院の定める医療施設
（育児等による時短中は、原則変
更を行わない）

・従事すべき業務

雇入れ直後：経理 変更の範囲：総務（労務管理）

雇入れ直後：看護師業務 変更の範囲：看護業務及び人材管理

◎変更の範囲に地域限定・育児介護時の時短の間等の一
定の条件を付ける場合は、就業規則又は、労働条件通知
書で明示しなければならない。

変更の範囲：病院の定める業務

〈１枚目〉

〈２枚目〉

・就業規則に関して 就業規則の確認できる場所及び方法

１：契約期間１年の有期労働契約で、更新上限がない場合

②の事例

参照：厚生労働省パンフレット令和6年４月から労働条件明示のルールが改正されます。
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２：契約期間３年の有期労働契約で、更新上限がない場合

参照：厚生労働省パンフレット令和6年４月から労働条件明示のルールが改正されます。

１：契約期間１年の有期労働契約で、更新上限がない場合の記載例

令和６年４月１日 ５回目の更新・・・無期転換申込権発生

２：契約期間３年の有期労働契約で、更新上限がない場合の記載例

令和６年４月１日 １回目の更新・・・無期転換申込権発生

契約開始：平成３１年４月１日

契約開始：令和３年４月１日
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３：契約当時は更新上限がなかったが、契約途中に更新上限を定めた場合

参照：厚生労働省パンフレット令和6年４月から労働条件明示のルールが改正されます。

◇求人に関する事項

労働条件通知時に限らず、求人の際にも労働

条件通知書と同様に左記①～③について明示す

る必要があります。

求職の段階で、就業の場所及び業務内容の変

更の範囲、有期雇用の場合更新する場合の基準

を知ることにより、雇用のミスマッチを防ぐこ

とができ、安定した雇用が生まれる。

出典：厚生労働省募集時などに明示すべき労働条件が追加されます。
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２、２０２４年４月（基準日）からの３６協定届

◇ 新様式９号の４、９号の５の違い

・９号の４
医療機関の医業に従事する医師及び医師以外の時間外労働が、時間外労働の

原則である１か月４５時間、１年３６０時間を超えない場合

・９号の５
医療機関の医業に従事する医師及び医師以外の時間外労働が、時間外労働の

原則である１か月４５時間、１年３６０時間を超える場合

◇新様式で出来ること

従来、医業に従事する医師と医師以外で２つの届出を出していたが、
新様式を用いることで１つに集約することができる。
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出典：厚生労働省医師の働き方改革２０２４年４月までの手続きガイド

出典：厚生労働省医師の働き方改革２０２４年４月までの手続きガイド
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出典：厚生労働省医師の働き方改革２０２４年４月までの手続きガイド

ご清聴ありがとうございました

ご不明な点は、三重県医療勤務環境改善支援センターへ

お気軽にお問合せください。


